
     　（ m3当たり ）

長級 径級 3月16日 3月3日 3月24日 3月14日 3月1日 3月2日 3月15日 3月22日 開催せず 3月23日

（m） （Cm） 3月30日 3月29日

2.00 　１８cm上 - - 6,500 - - 5,800 - 5,800 - 7,000

3.00 　１４～１８ - 12,000 11,800 12,500 11,900 - 9,000 - - 11,800

3.65 　１８～２８ - 12,000 11,000 12,000 12,000 9,000 - 10,800 - 12,600
3.65 36,300 37,100 42,100 21,200 18,200 29,000

4.00 　３０cm上 13,000 13,000 12800 13,000 12,000 13,000 12,000 12,000 - 12,000

4.00 　１０～１６ 8,500 8,600 9,000 7,200 8,500 8,000 8,000 8,300 - 10,000

落札数量 5,406 m3 511 225 803 523 223 211 295 1,680 0 935

56,000

　３６cm上 12,000 - － - 11000 - 9,500 - - 11,200

3.00 　１４～２８ 10,000 - － - 8500 - - 9,000 - 10500

4.00 　１８～２８ 11,500 11,000 － 11,000 9,500 9,000 9,500 8,500 - 10,500
340,000 18,000

14,000 15,400 - 11,000 12,000 11,000 - 10,000 - 11,200

落札数量 1842 m3 1,086 44 6 54 17 194 156 202 0 83

4.00 　　７～１３ 12,000 - 11,800 - - 9,000 - 11,000 - 9,000

4.00 　１４～２８ 15,200 - 14,000 - 14,100 13,700 13,600 13,800 - 14,400

落札数量 748 m3 232 0 146 0 11 169 92 84 0 14

出荷数量 12,964 m3 5,474 770 1,005 668 293 741 877 1,989 1,147

落札数量 12,039 m3 5,083 445 981 597 268 734 854 1,971 1,106

93% 93% 58% 98% 89% 91% 99% 97% 99% 96%

328名 119 35 20 35 11 24 27 22 35

2.00 3.00 3.65 3.65 4.00 2.20 3.00 4.00 4.00 4.00 4.00

 １８cm上 １４～１８ １８～２８ ３０cm上 １０～１６ ３６cm上 １４～２８ １８～２８ ３０cm上 　７～１３ １４～２８ 1

強気配 ○ ○ ○ 2

保　 合 ○ ○ ○ ○ 3

弱気配 ○ ○ ○ ○

　延べ参加者

樹種

高田

　
造作用材
のポイント

今後の
動　向

　　　　　　　　　　ス   　　　　　　ギ 　　　　　　 　ア　　カ　　マ　　ツ カ ラ マ ツ

　３０cm上

カラマツ

一関 遠野

　平均落札率

ス ギ

アカマツ

2.20

4.00

　                     《上段～特選材、下段～一般材　》

浄安 釜石 東磐久慈宮古 二戸木材流通センタ－ 盛岡

　 機関紙 　《 第    号 》  平成29年４月1日　「こだま」　原稿　　　                                                                                            ,

オークション入札始まる
盛岡木材センターでは３月になり出材も増え、単価も先月同様よかった。広葉樹の出材が多く、積み残しがあったため月末に臨時共

販を行った。
盛岡共販広葉樹では先月同様、イタヤ・トチ・シナ・サクラ等が物不足で単価が高かった。ナラの中目は保合で推移している。
オークション入札が一部高値が付きそうな物件で行われた。セン２．８ｍ９４㎝が開始価格１５万円/㎥から時間ぎりぎりまでで３１万ま

で競りあがった。しかし、予定価格まで届かず全く競り合わない物件も一部あった。今後はオークション物件について吟味する必要があ
る。

スギは３．０ｍ・３．６５ｍが人気だが、４．０ｍ材が一部弱気配となっている。特に先月まで県南中心に高騰していた細材が値下がりし

た。他県でもスギ材が値下がりしているため、本県でも今後値下がりの可能性が高い。
アカマツは季節柄単価は弱気配。カラマツは相変わらずの人気だが直送メインとなっている。


